
[仏教の成立] 

バラモン教は次第に形式的な祭祀中心主義に陥ってしまう。 

→前５世紀頃、新しい宗教思想の出現 

 ・ガウタマ＝シッダールタ（シャカ族の王子）…仏教の開祖 

 ・ヴァルダマーナ…ジャイナ教の開祖 

 

〈仏教〉 開祖：ガウタマ＝シッダールタ 

前５世紀…ウパニシャッド哲学をもとにして成立。 

・ヴァルナ制を批判して、クシャトリヤやヴァイシャの支持を得た。 

・苦行を否定して輪廻からの解脱を目指す。 

 

→ガウタマの死後、ストゥーパ(仏塔)が各地にたてられ、 

 教義を正すための仏典結集が行われた 

 

→その後、仏教は分裂していく 

大乗仏教…出家できない者も含めた万人の救済を目指す一派 

      日本などインドから北で広まったため別名：北伝仏教 

上座部仏教(小乗仏教)…従来の戒律を重要視する一派 

            東南アジアで広まったため別名：南伝仏教 

 

〈ジャイナ教〉 開祖：ヴァルダマーナ 

・ヴァルナ制を批判してヴァイシャから支持を得る。 

・徹底した不殺生主義をとり、苦行を重視。 

 


